
(57)【要約】

【課題】　ＡＶシステムにおける機器間の映像、音声信

号を無線通信を用いて伝送するような場合に、高速処理

を行うためのハードウェア又は高速ＣＰＵを搭載しなく

ても、信号の高品質化を図り得る無線通信装置を提供す

る。

【解決手段】　無線通信装置は、リアルタイム信号を受

信する受信部１と、パケット解析部２と、パケット内の

誤りブロックを訂正する誤り訂正部３と、通信路評価部

２０と、データを保管するバッファ４と、複数のアンテ

ナ１１…と、アンテナ切換え部６と、所定単位毎の通信

路評価の結果に基づいてアンテナ切換えを指示するアン

テナ切換え制御部５と、所定単位毎の通信路評価の結果

に基づいて再送要求を行う再送要求制御部７と、再送要

求パケットを生成するパケット生成部８と、再送要求パ

ケットを送信する送信部９とを備える。再送要求制御部

７は、リアルタイム伝送が途切れない範囲内で再送要求

を行う。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 帯 域 保 証 を 行 な っ て 、 リ ア ル タ イ ム 伝 送 が 可 能 な 無 線 通 信 装 置 に お い て 、
　 リ ア ル タ イ ム 信 号 を 受 信 す る 受 信 手 段 と 、
　 上 記 受 信 手 段 に て 受 信 し た リ ア ル タ イ ム 信 号 の パ ケ ッ ト を 解 析 す る パ ケ ッ ト 解 析 手 段 と
、
　 パ ケ ッ ト 内 の 各 ブ ロ ッ ク に 誤 り が 有 る 場 合 に 、 少 な く と も そ の 誤 り ブ ロ ッ ク を 検 出 す る
と と も に 、 検 出 し た パ ケ ッ ト 内 に お け る ブ ロ ッ ク 毎 の 誤 り を 可 能 な 限 り 訂 正 す る 誤 り 検 出
訂 正 手 段 と 、
　 上 記 誤 り 検 出 訂 正 手 段 の 出 力 結 果 に 基 づ い て 通 信 路 を 評 価 す る 通 信 路 評 価 手 段 と 、
　 受 信 し た デ ー タ を 一 時 的 に 保 管 す る た め の バ ッ フ ァ と 、
　 少 な く と も ２ 本 の ア ン テ ナ と 、
　 上 記 ア ン テ ナ を 切 換 え る た め の ア ン テ ナ 切 換 え 手 段 と 、
　 上 記 通 信 路 評 価 手 段 に よ る 所 定 単 位 毎 の 通 信 路 評 価 の 結 果 に 基 づ い て 、 ア ン テ ナ 切 換 え
手 段 に ア ン テ ナ 切 換 え を 指 示 す る ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 手 段 と 、
　 上 記 通 信 路 評 価 手 段 に よ る 所 定 単 位 毎 の 通 信 路 評 価 の 結 果 に 基 づ い て 、 再 送 要 求 を 行 う
再 送 要 求 制 御 手 段 と 、
　 上 記 再 送 要 求 制 御 手 段 か ら の 指 示 に 基 づ き 再 送 要 求 パ ケ ッ ト を 生 成 す る パ ケ ッ ト 生 成 手
段 と 、
　 上 記 パ ケ ッ ト 生 成 手 段 に て 生 成 さ れ た 再 送 要 求 パ ケ ッ ト を 送 信 す る 送 信 手 段 と を 備 え る
と と も に 、
　 上 記 再 送 要 求 制 御 手 段 は 、 リ ア ル タ イ ム 伝 送 が 途 切 れ な い 範 囲 内 で 再 送 要 求 を 行 う よ う
に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 通 信 路 評 価 手 段 は 、 受 信 し た リ ア ル タ イ ム 信 号 中 に 受 信 で き な か っ た パ ケ ッ ト を 検 出 す
る パ ケ ッ ト 損 失 検 出 手 段 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 通 信 路 評 価 手 段 は 、 誤 り 訂 正 検 出 手 段 に て パ ケ ッ ト 内 に お け る ブ ロ ッ ク 毎 の 誤 り の 訂 正
を 試 み た が 訂 正 可 能 範 囲 を 超 え か つ 訂 正 不 能 と 判 断 さ れ る ブ ロ ッ ク を 検 出 す る と と も に 、
最 初 か ら パ ケ ッ ト 内 に 訂 正 で き な い 誤 り が あ る ブ ロ ッ ク を 検 出 す る 訂 正 不 能 ブ ロ ッ ク 検 出
手 段 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 通 信 路 評 価 手 段 は 、 通 信 路 に お け る 誤 り が 発 生 し た 割 合 を 測 定 す る た め の エ ラ ー レ ー ト
測 定 手 段 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 通 信 路 評 価 手 段 は 、 通 信 路 に お け る 受 信 レ ベ ル を 測 定 す る た め の 受 信 レ ベ ル 測 定 手 段 を
備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 手 段 は 、 通 信 路 評 価 手 段 に よ る 通 信 路 評 価 の 結 果 が 所 定 値 よ り も 悪
化 し た 場 合 に は 、 ア ン テ ナ を 切 換 え る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 無
線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 手 段 は 、 ア ン テ ナ を 複 数 の パ ケ ッ ト 単 位 で 切 換 え る よ う に 制 御 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 手 段 は 、 ア ン テ ナ を 切 換 え た 後 の 方 が 通 信 路 評 価 の 結 果 が 悪 い と き
は 、 ア ン テ ナ を 元 に 戻 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 手 段 は 、 ２ 回 以 上 の 再 送 要 求 が で き る 状 態 に 限 り ア ン テ ナ を 切 換 え
る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
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【 請 求 項 １ ０ 】
　 ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 手 段 は 、 再 送 要 求 が 所 定 の 量 を 超 え た と き に は 、 ア ン テ ナ の 切 換 え
が 起 こ ら な い よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 手 段 は 、 再 送 要 求 が 所 定 の 量 を 超 え る 状 況 が 複 数 所 定 回 続 く よ う な
場 合 に は 、 ア ン テ ナ を 切 換 え る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 無 線 通
信 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 再 送 要 求 制 御 手 段 は 、 通 信 路 評 価 手 段 に よ る 所 定 単 位 毎 の 通 信 路 評 価 の 結 果 に 基 づ き 、
再 送 要 求 を 行 う パ ケ ッ ト 内 の ブ ロ ッ ク 又 は パ ケ ッ ト に 優 先 度 を 付 け る こ と が で き る 機 能 を
備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 再 送 要 求 制 御 手 段 は 、 再 送 要 求 を す る 場 合 に は 、 既 に リ ア ル タ イ ム 伝 送 の 途 切 れ が 生 じ
て し ま っ た パ ケ ッ ト 内 の ブ ロ ッ ク 又 は パ ケ ッ ト の 情 報 は 破 棄 し 、 再 送 要 求 を 行 わ な い こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 パ ケ ッ ト 生 成 手 段 は 、 一 度 に 、 パ ケ ッ ト 内 に お け る 複 数 の ブ ロ ッ ク 又 は 複 数 の パ ケ ッ ト
の 再 送 を 要 求 し 得 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 、 テ レ ビ 、 ビ デ オ 又 は Ｄ Ｖ Ｄ (Digital Versatile Disc/Digital Vide
o Disc) 等 の 映 像 信 号 及 び 音 声 信 号 を 扱 う 各 種 機 器 を 接 続 し た と き の リ ア ル タ イ ム 伝 送 デ
ー タ を 扱 う 無 線 通 信 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 ユ ー ザ ー の 家 庭 等 に お い て は 、 テ レ ビ 、 ビ デ オ 又 は Ｄ Ｖ Ｄ (Digital Versatile Dis
c)等 の 映 像 信 号 及 び 音 声 信 号 を 扱 う 各 種 機 器 を 接 続 し た Ａ Ｖ (AudioVisual) シ ス テ ム の 使
用 が 一 般 化 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ａ Ｖ シ ス テ ム を 構 築 す る に 際 し て は 、 各 種 機 器 間 で 映 像 信 号 及 び 音 声 信 号 を 同 軸 ケ ー ブ
ル や 光 フ ァ イ バ ー 等 に て ケ ー ブ ル 接 続 す る こ と が 通 常 で あ り 、 物 理 的 に 機 器 間 の 接 続 が 限
定 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 最 近 で は 、 映 像 信 号 及 び 音 声 信 号 等 の ア ナ ロ グ 信 号 を デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 し て
パ ケ ッ ト 無 線 通 信 を 用 い て 配 信 す る こ と に よ り 、 機 器 間 の 接 続 の 自 由 度 を 広 げ る こ と が で
き る 伝 送 シ ス テ ム の 技 術 が 確 立 さ れ て い る 。 こ の よ う な 伝 送 シ ス テ ム の 例 と し て は 、 例 え
ば 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 映 像 ／ 音 声 伝 送 シ ス テ ム が 知 ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ３ ２ ２ ６ ７ ０ 号 公 報 （ １ ９ ９ ８ 年 １ ２ 月 ４ 日 公 開 ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ２ － ３ ９ ７ ３ ５ 号 公 報 （ １ ９ ９ ０ 年 ２ 月 ８ 日 公 開 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 従 来 の 無 線 通 信 装 置 で は 、 伝 送 距 離 が 長 く な れ ば な る ほ ど マ ル チ パ ス フ
ェ ー ジ ン グ （ Multipath Phasing:多 重 通 路 位 相 変 動 ） の 影 響 を 受 け 易 く な り 伝 送 過 程 で の
信 号 の 劣 化 は 避 け ら れ ず 、 高 画 質 及 び 高 品 質 の 出 力 を 得 る こ と は 困 難 で あ る 。 こ こ で 、 マ
ル チ パ ス フ ェ ー ジ ン グ に つ い て 概 説 す る 。 一 般 的 に 、 送 信 さ れ た 電 波 は 異 な る 媒 質 に よ っ
て 反 射 や 散 乱 あ る い は 回 折 を 受 け て 受 信 点 に 到 達 す る が 、 受 信 点 に 至 る ま で の 通 路 長 は そ
れ ぞ れ 異 な る た め 、 到 来 し た 電 波 に は 時 間 差 が 発 生 す る 。 こ れ ら の 電 波 は 受 信 点 で 合 成 し
合 い 、 電 界 強 度 を 決 定 す る 。 そ の 際 、 位 相 が 同 相 で 加 算 し 合 う 場 合 も あ れ ば 、 逆 相 と な り
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引 き 算 し 合 う 場 合 も あ る 。 そ の た め 、 受 信 電 界 強 度 は 大 き く な っ た り 小 さ く な っ た り し て
変 動 す る 。 い わ ゆ る フ ェ ー ジ ン グ が 発 生 す る 。 こ の こ と を マ ル チ パ ス フ ェ ー ジ ン グ と い う
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な マ ル チ パ ス フ ェ ー ジ ン グ の 影 響 に 伴 う 信 号 の 劣 化 に よ り 、 テ レ ビ 等 の リ ア ル
タ イ ム 伝 送 が 求 め ら れ る 機 器 に お い て は 、 再 生 時 刻 に な っ て も エ ラ ー が 残 っ て い る 場 合 に
は 、 映 像 又 は 音 声 が 途 切 れ る こ と と な り 、 ユ ー ザ ー は 快 適 に 楽 し む こ と が で き な い と い う
問 題 点 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 方 、 上 記 問 題 を 解 決 す る 方 法 と し て 、 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る よ う に 、
複 数 の ア ン テ ナ か ら １ つ の ア ン テ ナ を 選 択 す る ア ン テ ナ ダ イ バ ー シ テ ィ (Antenna Diversi
ty) を 用 い る 方 法 が 考 え ら れ る 。 こ こ で 、 ア ン テ ナ ダ イ バ ー シ テ ィ に は 、 例 え ば 、 複 数 の
ア ン テ ナ の 各 端 子 レ ベ ル を 比 較 し て 最 も レ ベ ル の 高 い フ ェ ー ジ ン グ 波 を 選 択 す る 等 の 方 式
が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 方 法 で は 、 パ ケ ッ ト 先 頭 の 読 取 の 同 期 を と る た め の プ リ ア ン ブ ル
（ Preamble: 開 始 符 号 ) 部 分 で 受 信 レ ベ ル を 判 断 し て ア ン テ ナ を 切 換 え て 最 適 な ア ン テ ナ
を 選 択 す る た め 、 選 択 処 理 に 必 要 な 十 分 長 い プ リ ア ン ブ ル の 時 間 が 必 要 と な る 。 し た が っ
て 、 上 記 問 題 を 解 決 す る に は 、 高 速 処 理 を 行 う た め の ハ ー ド ウ ェ ア 又 は 高 速 Ｃ Ｐ Ｕ （ Cent
ral Processing Unit)を 搭 載 す る 必 要 が あ る と い う 問 題 点 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 は 、 Ａ Ｖ シ ス テ ム
に お け る 機 器 間 の 映 像 、 音 声 信 号 を 無 線 通 信 を 用 い て 伝 送 す る よ う な 場 合 に 、 高 速 処 理 を
行 う た め の ハ ー ド ウ ェ ア 又 は 高 速 Ｃ Ｐ Ｕ を 搭 載 し な く て も 、 信 号 の 高 品 質 化 を 図 り 得 る 無
線 通 信 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 無 線 通 信 装 置 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 帯 域 保 証 を 行 な っ て 、 リ ア ル タ
イ ム 伝 送 が 可 能 な 無 線 通 信 装 置 に お い て 、 リ ア ル タ イ ム 信 号 を 受 信 す る 受 信 手 段 と 、 上 記
受 信 手 段 に て 受 信 し た リ ア ル タ イ ム 信 号 の パ ケ ッ ト を 解 析 す る パ ケ ッ ト 解 析 手 段 と 、 パ ケ
ッ ト 内 の 各 ブ ロ ッ ク に 誤 り が 有 る 場 合 に 、 少 な く と も そ の 誤 り ブ ロ ッ ク を 検 出 す る と と も
に 、 検 出 し た パ ケ ッ ト 内 に お け る ブ ロ ッ ク 毎 の 誤 り を 可 能 な 限 り 訂 正 す る 誤 り 検 出 訂 正 手
段 と 、 上 記 誤 り 検 出 訂 正 手 段 の 出 力 結 果 に 基 づ い て 通 信 路 を 評 価 す る 通 信 路 評 価 手 段 と 、
受 信 し た デ ー タ を 一 時 的 に 保 管 す る た め の バ ッ フ ァ と 、 少 な く と も ２ 本 の ア ン テ ナ と 、 上
記 ア ン テ ナ を 切 換 え る た め の ア ン テ ナ 切 換 え 手 段 と 、 上 記 通 信 路 評 価 手 段 に よ る 所 定 単 位
毎 の 通 信 路 評 価 の 結 果 に 基 づ い て 、 ア ン テ ナ 切 換 え 手 段 に ア ン テ ナ 切 換 え を 指 示 す る ア ン
テ ナ 切 換 え 制 御 手 段 と 、 上 記 通 信 路 評 価 手 段 に よ る 所 定 単 位 毎 の 通 信 路 評 価 の 結 果 に 基 づ
い て 、 再 送 要 求 を 行 う 再 送 要 求 制 御 手 段 と 、 上 記 再 送 要 求 制 御 手 段 か ら の 指 示 に 基 づ き 再
送 要 求 パ ケ ッ ト を 生 成 す る パ ケ ッ ト 生 成 手 段 と 、 上 記 パ ケ ッ ト 生 成 手 段 に て 生 成 さ れ た 再
送 要 求 パ ケ ッ ト を 送 信 す る 送 信 手 段 と を 備 え る と と も に 、 上 記 再 送 要 求 制 御 手 段 は 、 リ ア
ル タ イ ム 伝 送 が 途 切 れ な い 範 囲 内 で 再 送 要 求 を 行 う よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と し て い る
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 の 発 明 に よ れ ば 、 無 線 通 信 装 置 は 、 リ ア ル タ イ ム 信 号 を 受 信 す る 受 信 手 段 を 有 し 、
受 信 手 段 か ら 出 力 さ れ た 信 号 は 、 パ ケ ッ ト 解 析 手 段 に よ り 解 析 さ れ 、 誤 り 検 出 訂 正 手 段 に
よ り 誤 り 検 出 又 は 誤 り 訂 正 が 行 わ れ 、 そ の 信 号 は バ ッ フ ァ に 保 管 さ れ る 。 ま た 、 誤 り 検 出
訂 正 手 段 の 情 報 に 基 づ い て 通 信 路 評 価 手 段 に よ り 通 信 路 が 評 価 さ れ 、 ア ン テ ナ 切 換 え 制 御
手 段 に よ り 、 現 時 点 で 最 適 な ア ン テ ナ が 選 択 さ れ る 。 さ ら に 、 通 信 路 評 価 手 段 の 所 定 単 位
毎 の 通 信 路 評 価 の 結 果 に 基 づ い て 、 再 送 情 報 制 御 手 段 に よ り 再 送 が 必 要 と さ れ る パ ケ ッ ト
又 は ブ ロ ッ ク が 選 択 さ れ 、 パ ケ ッ ト 生 成 手 段 に よ り 、 再 送 要 求 パ ケ ッ ト が 生 成 さ れ る 。 そ
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し て 、 こ の 再 送 要 求 パ ケ ッ ト は 、 送 信 手 段 に て 当 該 リ ア ル タ イ ム 信 号 を 送 信 し た 送 信 装 置
に 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う な 無 線 通 信 装 置 を 用 い る こ と に よ り 、 伝 送 過 程 に よ り 信 号 が 劣 化 し て も 、 再 送
に よ り リ ア ル タ イ ム 伝 送 が 途 切 れ る こ と を 極 力 抑 え る こ と が で き る 。 ま た 、 再 送 可 能 な 状
況 で あ る 場 合 に は 、 エ ラ ー が 生 じ て か ら ア ン テ ナ を 切 換 え て も 再 送 に よ り リ カ バ リ ー で き
る の で 、 プ リ ア ン ブ ル で の 高 速 処 理 を す る た め の ハ ー ド 、 又 は 高 速 Ｃ Ｐ Ｕ を 必 要 と し な い
。 ま た 、 プ リ ア ン ブ ル で 最 適 な ア ン テ ナ を 選 ぶ 必 要 が 無 く 、 ア ン テ ナ 切 換 え を パ ケ ッ ト 受
信 後 に 行 う こ と に よ り 同 期 を 取 る ま で の 時 間 を 短 く で き る の で 、 プ リ ア ン ブ ル の 長 さ を 短
く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 結 果 、 Ａ Ｖ シ ス テ ム に お け る 機 器 間 の 映 像 、 音 声 信 号 を 無 線 通 信 を 用 い て 伝 送 す る
よ う な 場 合 に 、 高 速 処 理 を 行 う た め の ハ ー ド ウ ェ ア 又 は 高 速 Ｃ Ｐ Ｕ を 搭 載 し な く て も 、 信
号 の 高 品 質 化 を 図 り 得 る 無 線 通 信 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 無 線 通 信 装 置 は 、 上 記 記 載 の 無 線 通 信 装 置 に お い て 、 通 信 路 評 価 手 段 は
、 受 信 し た リ ア ル タ イ ム 信 号 中 に 受 信 で き な か っ た パ ケ ッ ト を 検 出 す る パ ケ ッ ト 損 失 検 出
手 段 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 の 発 明 に よ れ ば 、 パ ケ ッ ト 損 失 検 出 手 段 に て 損 失 し た パ ケ ッ ト を 検 出 し 、 よ り 最 適
な ア ン テ ナ を 選 ぶ こ と が で き る の で 、 受 信 装 置 に て 受 信 で き な か っ た パ ケ ッ ト を 再 送 要 求
す る こ と に よ り リ カ バ リ ー で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 無 線 通 信 装 置 は 、 上 記 記 載 の 無 線 通 信 装 置 に お い て 、 通 信 路 評 価 手 段 は
、 誤 り 訂 正 検 出 手 段 に て パ ケ ッ ト 内 に お け る ブ ロ ッ ク 毎 の 誤 り の 訂 正 を 試 み た が 訂 正 可 能
範 囲 を 超 え か つ 訂 正 不 能 と 判 断 さ れ る ブ ロ ッ ク を 検 出 す る と と も に 、 最 初 か ら パ ケ ッ ト 内
に 訂 正 で き な い 誤 り が あ る ブ ロ ッ ク を 検 出 す る 訂 正 不 能 ブ ロ ッ ク 検 出 手 段 を 備 え て い る こ
と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 の 発 明 に よ れ ば 、 訂 正 不 能 ブ ロ ッ ク 検 出 手 段 に て 誤 り 訂 正 不 能 又 は 誤 り が あ る ブ ロ
ッ ク を 検 出 し 、 よ り 最 適 な ア ン テ ナ を 選 ぶ こ と が で き る の で 、 受 信 装 置 に て 受 信 で き な か
っ た ブ ロ ッ ク を 再 送 要 求 す る こ と に よ り リ カ バ リ ー す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 無 線 通 信 装 置 は 、 上 記 記 載 の 無 線 通 信 装 置 に お い て 、 通 信 路 評 価 手 段 は
、 通 信 路 に お け る 誤 り が 発 生 し た 割 合 を 測 定 す る た め の エ ラ ー レ ー ト 測 定 手 段 を 備 え て い
る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 の 発 明 に よ れ ば 、 エ ラ ー レ ー ト 測 定 手 段 に よ り 、 通 信 路 に お け る エ ラ ー レ ー ト を 測
定 し 、 よ り 最 適 な ア ン テ ナ を 選 ぶ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 無 線 通 信 装 置 は 、 上 記 記 載 の 無 線 通 信 装 置 に お い て 、 通 信 路 評 価 手 段 は
、 通 信 路 に お け る 受 信 レ ベ ル を 測 定 す る た め の 受 信 レ ベ ル 測 定 手 段 を 備 え て い る こ と を 特
徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 の 発 明 に よ れ ば 、 受 信 レ ベ ル 測 定 手 段 に よ り 、 通 信 路 に お け る 受 信 レ ベ ル を 測 定 し
、 よ り 最 適 な ア シ テ ナ を 選 ぶ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 無 線 通 信 装 置 は 、 上 記 記 載 の 無 線 通 信 装 置 に お い て 、 ア ン テ ナ 切 換 え 制
御 手 段 は 、 通 信 路 評 価 手 段 に よ る 通 信 路 評 価 の 結 果 が 所 定 値 よ り も 悪 化 し た 場 合 に は 、 ア
ン テ ナ を 切 換 え る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 の 発 明 に よ れ ば 、 ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 手 段 に て 通 信 路 評 価 手 段 に よ る 通 信 路 評 価 の
結 果 が 所 定 値 よ り も 悪 化 し た 場 合 に 、 受 信 感 度 が 良 い ア ン テ ナ を 選 ぶ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 無 線 通 信 装 置 は 、 上 記 記 載 の 無 線 通 信 装 置 に お い て 、 ア ン テ ナ を 複 数 の
パ ケ ッ ト 単 位 で 切 換 え る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 の 発 明 に よ れ ば 、 切 換 え 直 後 に 不 安 定 な 状 態 に な っ た 場 合 に 、 そ の 通 信 状 況 を 判 断
し 、 ア ン テ ナ を 複 数 の パ ケ ッ ト 単 位 で 切 換 え る の で 、 個 々 の パ ケ ッ ト 単 位 毎 に ア ン テ ナ が
頻 繁 に 切 換 わ る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 無 線 通 信 装 置 は 、 上 記 記 載 の 無 線 通 信 装 置 に お い て 、 ア ン テ ナ 切 換 え 制
御 手 段 は 、 ア ン テ ナ を 切 換 え た 後 の 方 が 通 信 路 評 価 の 結 果 が 悪 い と き は 、 ア ン テ ナ を 元 に
戻 す こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 の 発 明 に よ れ ば 、 ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 手 段 は 、 ア ン テ ナ を 切 換 え た 後 の 方 が 通 信 路
評 価 の 結 果 が 悪 い と き は 、 ア ン テ ナ を 元 に 戻 す の で 、 通 信 状 態 が 現 状 よ り も さ ら に 悪 く な
る の を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 無 線 通 信 装 置 は 、 上 記 記 載 の 無 線 通 信 装 置 に お い て 、 ア ン テ ナ 切 換 え 制
御 手 段 は 、 ２ 回 以 上 の 再 送 要 求 が で き る 状 態 に 限 り ア ン テ ナ を 切 換 え る よ う に 制 御 す る こ
と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 の 発 明 に よ れ ば 、 ア ン テ ナ を 切 換 え た 後 の 方 が 通 信 状 況 が 悪 く な っ た と し て も 、 ア
ン テ ナ 切 換 え 制 御 手 段 は 、 ２ 回 以 上 の 再 送 要 求 を 行 な っ て か ら ア ン テ ナ を 切 換 え る よ う に
制 御 す る の で 、 ２ 回 以 上 の 再 送 要 求 を 行 な う 内 に リ カ バ リ ー す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 無 線 通 信 装 置 は 、 上 記 記 載 の 無 線 通 信 装 置 に お い て 、 ア ン テ ナ 切 換 え 制
御 手 段 は 、 再 送 要 求 が 所 定 の 量 を 超 え た と き に は 、 ア ン テ ナ の 切 換 え が 起 こ ら な い よ う に
制 御 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 す な わ ち 、 再 送 要 求 が 所 定 の 量 を 超 え た と き と い う の は 、 再 送 要 求 す る パ ケ ッ ト 数 が 多
く な っ て い る 状 態 で あ り 、 こ れ 以 上 受 信 状 況 が 悪 く な る と リ ア ル タ イ ム 伝 送 が 途 切 れ て し
ま う 可 能 性 が あ る 場 合 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 で は 、 こ の と き に は 、 ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 手 段 は 、 ア ン テ ナ の 切 換 え が 起 こ ら な
い よ う に 制 御 す る 。 こ の た め 、 ア ン テ ナ を 切 換 え て 、 通 信 状 況 が さ ら に 悪 い 状 態 に な り 、
リ ア ル タ イ ム 伝 送 が 途 切 れ て し ま う の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 無 線 通 信 装 置 は 、 上 記 記 載 の 無 線 通 信 装 置 に お い て 、 ア ン テ ナ 切 換 え 制
御 手 段 は 、 再 送 要 求 が 所 定 の 量 を 超 え る 状 況 が 複 数 所 定 回 続 く よ う な 場 合 に は 、 ア ン テ ナ
を 切 換 え る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 の 発 明 に よ れ ば 、 ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 手 段 は 、 再 送 要 求 が 所 定 の 量 を 超 え る 状 況 が
複 数 所 定 回 続 く よ う な 場 合 に は 、 ア ン テ ナ を 切 換 え る よ う に 制 御 す る の で 、 絶 え ず 通 信 状
況 が 悪 い 状 態 に な る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 無 線 通 信 装 置 は 、 上 記 記 載 の 無 線 通 信 装 置 に お い て 、 再 送 要 求 制 御 手 段
は 、 通 信 路 評 価 手 段 に よ る 所 定 単 位 毎 の 通 信 路 評 価 の 結 果 に 基 づ き 、 再 送 要 求 を 行 う パ ケ
ッ ト 内 の ブ ロ ッ ク 又 は パ ケ ッ ト に 優 先 度 を 付 け る こ と が で き る 機 能 を 備 え て い る こ と を 特
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徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 記 の 発 明 に よ れ ば 、 再 送 要 求 制 御 手 段 は 、 通 信 路 評 価 手 段 に よ る 所 定 単 位 毎 の 通 信 路
評 価 の 結 果 に 基 づ き 、 優 先 度 の 高 い ブ ロ ッ ク 又 は パ ケ ッ ト か ら 再 送 要 求 を 行 う の で 、 リ ア
ル タ イ ム 伝 送 が 途 切 れ る の を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 無 線 通 信 装 置 は 、 上 記 記 載 の 無 線 通 信 装 置 に お い て 、 再 送 要 求 制 御 手 段
は 、 再 送 要 求 を す る 場 合 に 、 既 に リ ア ル タ イ ム 伝 送 の 途 切 れ が 生 じ て し ま っ た パ ケ ッ ト 内
の ブ ロ ッ ク 又 は パ ケ ッ ト の 情 報 は 破 棄 し 、 再 送 要 求 を 行 わ な い こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 記 の 発 明 に よ れ ば 、 再 送 要 求 制 御 手 段 は 、 再 送 要 求 を す る 場 合 に 、 既 に リ ア ル タ イ ム
伝 送 の 途 切 れ が 生 じ て し ま っ た パ ケ ッ ト 内 の ブ ロ ッ ク 又 は パ ケ ッ ト の 情 報 は 破 棄 し 、 再 送
要 求 を 行 わ な い の で 、 無 駄 な 再 送 要 求 を す る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 無 線 通 信 装 置 は 、 上 記 記 載 の 無 線 通 信 装 置 に お い て 、 パ ケ ッ ト 生 成 手 段
は 、 一 度 に 、 パ ケ ッ ト 内 に お け る 複 数 の ブ ロ ッ ク 又 は 複 数 の パ ケ ッ ト の 再 送 を 要 求 し 得 る
こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 の 発 明 に よ れ ば 、 パ ケ ッ ト 生 成 手 段 は 、 一 度 に 、 パ ケ ッ ト 内 に お け る 複 数 の ブ ロ ッ
ク 又 は 複 数 の パ ケ ッ ト の 再 送 を 要 求 し 得 る の で 、 再 送 で 救 え る リ ア ル タ イ ム 信 号 の 数 を 増
や す こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 の 無 線 通 信 装 置 は 、 以 上 の よ う に 、 リ ア ル タ イ ム 信 号 を 受 信 す る 受 信 手 段 と 、 上
記 受 信 手 段 に て 受 信 し た リ ア ル タ イ ム 信 号 の パ ケ ッ ト を 解 析 す る パ ケ ッ ト 解 析 手 段 と 、 パ
ケ ッ ト 内 の 各 ブ ロ ッ ク に 誤 り が 有 る 場 合 に 、 少 な く と も そ の 誤 り ブ ロ ッ ク を 検 出 す る と と
も に 、 検 出 し た パ ケ ッ ト 内 に お け る ブ ロ ッ ク 毎 の 誤 り を 可 能 な 限 り 訂 正 す る 誤 り 検 出 訂 正
手 段 と 、 上 記 誤 り 検 出 訂 正 手 段 の 出 力 結 果 に 基 づ い て 通 信 路 を 評 価 す る 通 信 路 評 価 手 段 と
、 受 信 し た デ ー タ を 一 時 的 に 保 管 す る た め の バ ッ フ ァ と 、 少 な く と も ２ 本 の ア ン テ ナ と 、
上 記 ア ン テ ナ を 切 換 え る た め の ア ン テ ナ 切 換 え 手 段 と 、 上 記 通 信 路 評 価 手 段 に よ る 所 定 単
位 毎 の 通 信 路 評 価 の 結 果 に 基 づ い て 、 ア ン テ ナ 切 換 え 手 段 に ア ン テ ナ 切 換 え を 指 示 す る ア
ン テ ナ 切 換 え 制 御 手 段 と 、 上 記 通 信 路 評 価 手 段 に よ る 所 定 単 位 毎 の 通 信 路 評 価 の 結 果 に 基
づ い て 、 再 送 要 求 を 行 う 再 送 要 求 制 御 手 段 と 、 上 記 再 送 要 求 制 御 手 段 か ら の 指 示 に 基 づ き
再 送 要 求 パ ケ ッ ト を 生 成 す る パ ケ ッ ト 生 成 手 段 と 、 上 記 パ ケ ッ ト 生 成 手 段 に て 生 成 さ れ た
再 送 要 求 パ ケ ッ ト を 送 信 す る 送 信 手 段 と を 備 え る と と も に 、 上 記 再 送 要 求 制 御 手 段 は 、 リ
ア ル タ イ ム 伝 送 が 途 切 れ な い 範 囲 内 で 再 送 要 求 を 行 う よ う に 制 御 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ れ ゆ え 、 こ の よ う な 無 線 通 信 装 置 を 用 い る こ と に よ り 、 伝 送 過 程 に よ り 信 号 が 劣 化 し
て も 、 再 送 に よ り リ ア ル タ イ ム 伝 送 が 途 切 れ る こ と を 極 力 抑 え る こ と が で き る 。 ま た 、 再
送 可 能 な 状 況 で あ る 場 合 に は 、 エ ラ ー が 生 じ て か ら ア ン テ ナ を 切 換 え て も 再 送 に よ り リ カ
バ リ ー で き る の で 、 プ リ ア ン ブ ル で の 高 速 処 理 を す る た め の ハ ー ド 、 又 は 高 速 Ｃ Ｐ Ｕ を 必
要 と し な い 。 ま た 、 プ リ ア ン ブ ル で 最 適 な ア ン テ ナ を 選 ぶ 必 要 が 無 く 、 ア ン テ ナ 切 換 え を
パ ケ ッ ト 受 信 後 に 行 う こ と に よ り 同 期 を 取 る ま で の 時 間 を 短 く で き る の で 、 プ リ ア ン ブ ル
の 長 さ を 短 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の 結 果 、 Ａ Ｖ シ ス テ ム に お け る 機 器 間 の 映 像 、 音 声 信 号 を 無 線 通 信 を 用 い て 伝 送 す る
よ う な 場 合 に 、 高 速 処 理 を 行 う た め の ハ ー ド ウ ェ ア 又 は 高 速 Ｃ Ｐ Ｕ を 搭 載 し な く て も 、 信
号 の 高 品 質 化 を 図 り 得 る 無 線 通 信 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
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　 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 に つ い て 図 １ な い し 図 ６ に 基 づ い て 説 明 す れ ば 、 以 下 の 通 り で あ
る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 無 線 通 信 装 置 は 、 受 信 装 置 と 送 信 装 置 と か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 先 ず 、 受 信 装 置 １ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 帯 域 保 証 が 確 保 さ れ た リ ア ル タ イ ム 信 号 を
受 信 す る 受 信 手 段 と し て の 受 信 部 １ と 、 パ ケ ッ ト 解 析 手 段 と し て の パ ケ ッ ト 解 析 部 ２ と 、
誤 り 検 出 訂 正 手 段 と し て の 誤 り 訂 正 部 ３ と 、 受 信 し た デ ー タ を 一 時 的 に 保 管 す る バ ッ フ ァ
４ と 、 通 信 路 評 価 手 段 と し て の 通 信 路 評 価 部 ２ ０ と 、 ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 手 段 と し て の ア
ン テ ナ 切 換 え 制 御 部 ５ と 、 こ の ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 部 ５ の 指 示 に 基 づ い て ア ン テ ナ を 切 換
え る た め の ア ン テ ナ 切 換 え 手 段 と し て の ア ン テ ナ 切 換 え 部 ６ と 、 再 送 要 求 制 御 手 段 と し て
の 再 送 要 求 制 御 部 ７ と 、 再 送 要 求 制 御 部 ７ か ら の 指 示 に 基 づ き 再 送 要 求 パ ケ ッ ト を 生 成 す
る パ ケ ッ ト 生 成 手 段 と し て の パ ケ ッ ト 生 成 部 ８ と 、 送 信 手 段 と し て の 送 信 部 ９ と 、 受 信 又
は 送 信 す る た め の 少 な く と も ２ 本 以 上 の ア ン テ ナ １ １ … と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 上 記 パ ケ ッ ト 解 析 部 ２ は 、 受 信 部 １ に て 受 信 し た リ ア ル タ イ ム 信 号 の パ ケ ッ ト を 解 析 す
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ こ で 、 上 記 受 信 部 １ に て 受 信 さ れ る 映 像 通 信 等 の リ ア ル タ イ ム 信 号 に お け る 基 本 的 な
デ ー タ パ ケ ッ ト の フ ォ ー マ ッ ト は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ヘ ッ ダ ー と デ ー タ と 訂 正 符
号 と か ら な っ て い る 。 ま た 、 同 図 （ ａ ） に 示 す フ ォ ー マ ッ ト は １ つ の パ ケ ッ ト に １ 個 の デ
ー タ を 有 す る 場 合 を 示 し て い る が 、 １ つ の パ ケ ッ ト に 複 数 個 の デ ー タ を 有 す る 場 合 に は 、
図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ヘ ッ ダ ー の 後 ろ に デ ー タ と 訂 正 符 号 と を 組 み 合 わ せ た 複 数 個 の
ブ ロ ッ ク が 連 な っ て い る 。 な お 、 こ れ ら ヘ ッ ダ ー 及 び デ ー タ の 前 後 に は 、 一 つ の パ ケ ッ ト
が ど こ か ら ど こ ま で か を 識 別 で き る よ う に 、 図 示 し な い パ ケ ッ ト 先 頭 の 読 取 の 同 期 を と る
た め の プ リ ア ン ブ ル （ Preamble: 開 始 符 号 ) と 終 端 を 示 す た め の ポ ス ト ア ン ブ ル （ Postam
ble:終 端 符 号 ） と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 一 方 、 図 １ に 示 す 誤 り 訂 正 部 ３ は 、 パ ケ ッ ト 内 の 各 ブ ロ ッ ク に 誤 り が 存 在 す る 場 合 に 、
少 な く と も そ の 誤 り ブ ロ ッ ク を 検 出 す る と と も に 、 検 出 し た パ ケ ッ ト 内 に お け る ブ ロ ッ ク
毎 の 誤 り を 可 能 な 限 り 訂 正 す る よ う に な っ て い る 。 す な わ ち 、 上 記 の 誤 り 訂 正 部 ３ は 誤 り
を 訂 正 す る も の と な っ て い る が 、 本 発 明 に お い て は 、 必 ず し も こ れ に 限 ら ず 、 誤 り 検 出 の
み で も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 上 記 通 信 路 評 価 部 ２ ０ は 、 受 信 部 １ に て 受 信 さ れ る 映 像 通 信 等 の リ ア ル タ イ ム 信 号 に お
け る デ ー タ パ ケ ッ ト の 損 失 を 検 出 す る パ ケ ッ ト 損 失 検 出 手 段 と し て の パ ケ ッ ト 損 失 検 出 部
２ １ と 、 誤 り 訂 正 部 ３ で 訂 正 で き る 範 囲 を 超 え た ブ ロ ッ ク を 検 出 す る 訂 正 不 能 ブ ロ ッ ク 検
出 手 段 と し て の 訂 正 不 能 ブ ロ ッ ク 検 出 部 ２ ２ と 、 パ ケ ッ ト の 中 に 含 ま れ て い た エ ラ ー の 割
合 を 測 定 す る エ ラ ー レ ー ト 測 定 手 段 と し て の エ ラ ー レ ー ト 測 定 部 ２ ３ と 、 受 信 電 波 強 度 を
測 定 す る 受 信 レ ベ ル 測 定 手 段 と し て の 受 信 レ ベ ル 測 定 部 ２ ４ と か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 上 記 ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 部 ５ は 、 上 記 通 信 路 評 価 部 ２ ０ に よ る 所 定 単 位 毎 の 通 信
路 評 価 の 結 果 に 基 づ い て 、 ア ン テ ナ 切 換 え 部 ６ に ア ン テ ナ 切 換 え を 指 示 す る よ う に な っ て
い る 。 ま た 、 上 記 再 送 要 求 制 御 部 ７ は 、 通 信 路 評 価 部 ２ ０ に よ る 所 定 単 位 毎 の 通 信 路 評 価
の 結 果 に 基 づ い て 、 エ ラ ー 等 の あ っ た パ ケ ッ ト や ブ ロ ッ ク に つ い て 、 後 述 す る 送 信 装 置 ３
０ に 対 し て 再 送 要 求 を 行 う と と も に 、 リ ア ル タ イ ム 伝 送 が 途 切 れ な い 範 囲 内 で 再 送 要 求 を
行 う よ う に 制 御 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ こ で 、 基 本 的 な 再 送 信 パ ケ ッ ト の フ ォ ー マ ッ ト は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ヘ ッ ダ
ー と パ ケ ッ ト ナ ン バ ー と か ら な っ て お り 、 再 送 信 の 必 要 の あ る パ ケ ッ ト ナ ン バ ー を ヘ ッ ダ
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ー と と も に 送 信 す る も の と な っ て い る 。 ま た 、 前 記 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 パ ケ ッ ト 内
に 複 数 の ブ ロ ッ ク が 存 在 す る 場 合 に お い て そ の い ず れ か の ブ ロ ッ ク に つ い て 再 送 信 を 希 望
す る 場 合 に は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ヘ ッ ダ ー の 後 ろ に 再 送 信 を 希 望 す る ブ ロ ッ ク ナ
ン バ ー が 連 な る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 上 記 の 受 信 装 置 １ ０ に お け る 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 前 記 の 図 ２ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す フ ォ ー マ ッ ト に よ っ て 受 信 部 １ に て 受 信 さ れ た 映 像 通 信
等 の リ ア ル タ イ ム 信 号 は 、 先 ず 、 図 １ に 示 す よ う に 、 パ ケ ッ ト 解 析 部 ２ に よ り パ ケ ッ ト の
長 さ 等 が 解 析 さ れ 、 誤 り 訂 正 部 ３ に よ っ て 誤 り 訂 正 が 行 わ れ る 。 そ し て 、 上 記 誤 り 訂 正 部
３ に よ っ て 誤 り 訂 正 さ れ た 信 号 は 、 バ ッ フ ァ ４ と 通 信 路 評 価 部 ２ ０ と に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 通 信 路 評 価 部 ２ ０ の 情 報 は ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 部 ５ に 送 ら れ 、 ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 部 ５
で は 、 現 在 使 用 中 の ア ン テ ナ １ １ の 評 価 を 行 い 、 別 の ア ン テ ナ １ １ に 切 換 え る か 否 か 、 又
は 前 段 階 で ア ン テ ナ １ １ を 切 換 え た の で あ れ ば 前 段 階 で の ア ン テ ナ １ １ の 評 価 と 比 較 し て
い ず れ の ア ン テ ナ １ １ を 採 用 す る か 判 定 を 行 い 、 ア ン テ ナ 切 換 え 部 ６ に 信 号 を 送 る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 上 記 通 信 路 評 価 部 ２ ０ に お け る パ ケ ッ ト 損 失 検 出 部 ２ １ 及 び 訂 正 不 能 ブ ロ ッ ク 検
出 部 ２ ２ の 情 報 は 再 送 要 求 制 御 部 ７ に 送 ら れ 、 再 送 要 求 制 御 部 ７ で は リ ア ル タ イ ム 伝 送 が
途 切 れ る こ と が な い よ う に 再 送 要 求 に 優 先 度 を つ け た 上 で 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ８ に 再 送 要 求
指 示 を 出 力 す る 。 パ ケ ッ ト 生 成 部 ８ で は 再 送 要 求 パ ケ ッ ト を 生 成 し 、 送 信 部 ９ に よ っ て 送
信 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ こ で 、 上 記 の ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 部 ５ に お け る 制 御 方 法 に つ い て 、 さ ら に 具 体 的 に 、
図 ４ に 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 同 図 に 示 す よ う に 、 受 信 処 理 に お い て 、 先 ず 、 上 記 誤 り 訂 正 部 ３ に て 誤 り 訂 正 処 理 が 行
な わ れ 、 続 い て 、 通 信 路 評 価 部 ２ ０ に て パ ケ ッ ト 損 失 検 出 処 理 と 訂 正 不 能 ブ ロ ッ ク 検 出 処
理 と エ ラ ー レ ー ト 測 定 処 理 と 受 信 レ ベ ル 測 定 処 理 と が 平 行 に 行 な わ れ る （ Ｓ １ ） 。 次 い で
、 前 段 階 で ア ン テ ナ １ １ を 切 換 え た か 否 か を 判 断 し （ Ｓ ２ ） 、 ア ン テ ナ １ １ を 切 換 え て い
れ ば 、 切 換 え る 前 の ア ン テ ナ １ １ と 切 換 え た 後 の ア ン テ ナ １ １ と に よ っ て パ ケ ッ ト 損 失 率
、 訂 正 不 能 ブ ロ ッ ク 率 、 エ ラ ー レ ー ト 及 び 受 信 レ ベ ル の そ れ ぞ れ に つ い て 比 較 を 行 い （ Ｓ
３ ） 、 エ ラ ー レ ー ト が 低 く な っ た か 否 か を 判 断 す る （ Ｓ ４ ） 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 Ｓ ４ に お け る エ ラ ー レ ー ト が 低 く な っ た か の 判 断 に よ り 、 受 信 状 況 が 良 好 に な っ た と 判
断 し た 場 合 に は 、 全 て の 処 理 を 終 了 す る 一 方 、 受 信 状 況 が 不 良 に な っ た と 判 断 し た 場 合 に
は 、 再 送 可 能 範 囲 内 か 否 か を 判 断 す る （ Ｓ ５ ） 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 一 方 、 上 記 Ｓ ２ に お い て 、 前 段 階 で ア ン テ ナ １ １ を 切 換 え て い な い 場 合 に は 、 パ ケ ッ ト
損 失 率 、 訂 正 不 能 ブ ロ ッ ク 率 、 エ ラ ー レ ー ト 及 び 受 信 レ ベ ル の そ れ ぞ れ に お い て 各 所 定 の
値 と の 比 較 処 理 を 行 い （ Ｓ ６ ） 、 同 様 に 、 エ ラ ー レ ー ト が 低 く な っ た か 否 か を 判 断 す る （
Ｓ ７ ） 。 そ し て 、 Ｓ ７ に お い て 、 受 信 状 況 が 良 好 で あ る と 判 断 し た 場 合 は 全 て の 処 理 を 終
了 す る 一 方 、 受 信 状 況 が 不 良 で あ る と 判 断 し た 場 合 に は 、 前 述 し た Ｓ ５ に 移 行 し て 再 送 可
能 範 囲 内 か 否 か を 判 断 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ こ で 、 Ｓ ５ に お け る 再 送 可 能 範 囲 内 か 否 か の 判 断 に お い て は 、 先 ず 、 図 １ に 示 す 再 送
要 求 制 御 部 ７ か ら の 情 報 に よ り 、 ア ン テ ナ １ １ を 切 換 え て も し 受 信 状 況 が 悪 く な っ て も 再
送 に よ り リ カ バ リ ー で き る 状 態 で あ る か ど う か を 判 断 す る 。 そ し て 、 リ カ バ リ ー で き る 状
態 で あ っ て 再 送 要 求 が 多 く 残 っ て い る 状 態 で こ れ 以 上 受 信 状 況 が 悪 く な る と リ ア ル タ イ ム
伝 送 が 途 切 れ て し ま う 可 能 性 が あ る 場 合 、 又 は リ ア ル タ イ ム 伝 送 が 既 に 途 切 れ て い る よ う
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な 状 況 で あ る 場 合 に は 、 こ の 状 況 が 複 数 回 続 い て い る か 否 か を 判 断 す る （ Ｓ ８ ） 。 す な わ
ち 、 Ｓ ８ で は 、 同 じ ア ン テ ナ １ １ で こ の Ｓ ８ の ス テ ッ プ を 通 る 回 数 を カ ウ ン ト し て お き 、
所 定 の 複 数 回 数 を 超 え る よ う な 場 合 は 、 悪 い 受 信 状 況 が 絶 え ず 続 い て し ま う こ と を 防 ぐ た
め に 、 今 使 っ て い る ア ン テ ナ １ １ か ら 別 の ア ン テ ナ に 切 換 え る よ う に 処 理 を 行 い （ Ｓ ９ ）
、 全 て の 処 理 を 終 了 す る 。 ま た 、 Ｓ ８ に お い て 、 所 定 の 複 数 回 数 を 下 回 っ て い る よ う な 場
合 に は 、 直 ち に 全 て の 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 次 に 、 再 送 要 求 制 御 部 ７ の 具 体 的 な 制 御 方 法 を 、 図 ５ に 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト に 基 づ い て
説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 同 図 に 示 す よ う に 、 受 信 処 理 で は 、 先 ず 、 前 記 誤 り 訂 正 部 ３ に て 誤 り 訂 正 処 理 が 行 な わ
れ 、 続 い て 、 通 信 路 評 価 部 ２ ０ に て 、 パ ケ ッ ト 損 失 検 出 部 ２ １ に よ る パ ケ ッ ト 損 失 検 出 処
理 と 訂 正 不 能 ブ ロ ッ ク 検 出 部 ２ ２ に よ る 訂 正 不 能 ブ ロ ッ ク 検 出 処 理 と が 行 な わ れ る （ Ｓ １
１ ） 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 次 い で 、 再 送 要 求 制 御 部 ７ は 、 上 記 の 受 信 処 理 結 果 か ら 再 送 情 報 の 追 加 を 行 い （ Ｓ １ ２
） 、 再 送 の 優 先 度 を 付 け る 。 例 え ば 、 訂 正 不 能 ブ ロ ッ ク 検 出 処 理 の 検 出 結 果 に 基 づ き 、 訂
正 不 能 ブ ロ ッ ク の 個 数 が 多 い パ ケ ッ ト の 優 先 準 位 を 上 げ る よ う に す る 。 そ し て 、 現 在 、 再
送 要 求 が あ る か 否 か を 判 定 し （ Ｓ １ ３ ） 、 再 送 要 求 が 無 け れ ば 全 て の 処 理 を 終 了 す る 。 一
方 、 Ｓ １ ３ に お い て 、 再 送 要 求 が あ れ ば 、 再 送 情 報 の 中 か ら 優 先 度 の 高 い ブ ロ ッ ク 又 は パ
ケ ッ ト を 選 び 出 し （ Ｓ １ ４ ） 、 そ の 情 報 を パ ケ ッ ト 生 成 部 ８ へ 伝 送 し た 後 （ Ｓ １ ５ ） 、 全
て の 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 次 に 、 上 記 の 無 線 通 信 装 置 に お け る 受 信 装 置 １ ０ に 対 応 す る 送 信 装 置 ３ ０ に つ い て 説 明
す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 上 記 の 受 信 装 置 １ ０ に 対 応 す る 送 信 装 置 ３ ０ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 受 信 部 ３ １ と パ ケ
ッ ト 解 析 部 ３ ２ と パ ケ ッ ト 選 択 部 ３ ３ と バ ッ フ ァ ３ ４ と パ ケ ッ ト 生 成 部 ３ ５ と 送 信 部 ３ ６
と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 上 記 の 送 信 装 置 ３ ０ で は 、 受 信 部 ３ １ に て 受 信 さ れ た 前 記 受 信 装 置 １ ０ か ら の 再 送 信 要
求 パ ケ ッ ト に 対 し て 、 パ ケ ッ ト 解 析 部 ３ ２ に よ っ て ど の ブ ロ ッ ク 又 は パ ケ ッ ト を 再 送 信 し
な け れ ば な ら な い か が 判 断 さ れ る 。 そ し て 、 パ ケ ッ ト 解 析 部 ３ ２ か ら の 判 断 に 基 づ き 、 パ
ケ ッ ト 選 択 部 ３ ３ に て 優 先 度 が 高 い ブ ロ ッ ク 又 は パ ケ ッ ト が 選 択 さ れ る 。 次 い で 、 リ ア ル
タ イ ム 信 号 が 保 管 さ れ て い る バ ッ フ ァ ３ ４ か ら 最 適 な パ ケ ッ ト 又 は ブ ロ ッ ク を 用 い て パ ケ
ッ ト 生 成 部 ３ ５ に よ っ て パ ケ ッ ト を 生 成 し 、 そ の パ ケ ッ ト を 送 信 部 ３ ６ に 送 り 、 送 信 部 ３
６ に よ り 受 信 装 置 １ ０ に 再 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 無 線 通 信 装 置 の 受 信 装 置 １ ０ は 、 リ ア ル タ イ ム 信 号 を 受 信
す る 受 信 部 １ を 有 し 、 受 信 部 １ か ら 出 力 さ れ た 信 号 は 、 パ ケ ッ ト 解 析 部 ２ に よ り 解 析 さ れ
、 誤 り 訂 正 部 ３ に よ り 誤 り 検 出 又 は 誤 り 訂 正 が 行 わ れ 、 そ の 信 号 は バ ッ フ ァ ４ に 保 管 さ れ
る 。 ま た 、 誤 り 訂 正 部 ３ の 情 報 に 基 づ い て 通 信 路 評 価 部 ２ ０ に よ り 通 信 路 が 評 価 さ れ 、 ア
ン テ ナ 切 換 え 制 御 部 ５ に よ り 、 現 時 点 で 最 適 な ア ン テ ナ １ １ … が 選 択 さ れ る 。 さ ら に 、 通
信 路 評 価 部 ２ ０ の 所 定 単 位 毎 の 通 信 路 評 価 の 結 果 に 基 づ い て 、 再 送 要 求 制 御 部 ７ に よ り 再
送 が 必 要 と さ れ る パ ケ ッ ト 又 は ブ ロ ッ ク が 選 択 さ れ 、 パ ケ ッ ト 生 成 部 ８ に よ り 、 再 送 要 求
パ ケ ッ ト が 生 成 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 再 送 要 求 パ ケ ッ ト は 、 送 信 部 ９ に て 当 該 リ ア ル タ イ
ム 信 号 を 送 信 し た 送 信 装 置 ３ ０ に 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ の よ う な 無 線 通 信 装 置 を 用 い る こ と に よ り 、 伝 送 過 程 に よ り 信 号 が 劣 化 し て も 、 再 送
に よ り リ ア ル タ イ ム 伝 送 が 途 切 れ る こ と を 極 力 抑 え る こ と が で き る 。 ま た 、 再 送 可 能 な 状
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況 で あ る 場 合 に は 、 エ ラ ー が 生 じ て か ら ア ン テ ナ を 切 換 え て も 再 送 に よ り リ カ バ リ ー で き
る の で 、 プ リ ア ン ブ ル で の 高 速 処 理 を す る た め の ハ ー ド 、 又 は 高 速 Ｃ Ｐ Ｕ を 必 要 と し な い
。 ま た 、 プ リ ア ン ブ ル で 最 適 な ア ン テ ナ を 選 ぶ 必 要 が 無 く 、 ア ン テ ナ 切 換 え を パ ケ ッ ト 受
信 後 に 行 う こ と に よ り 同 期 を 取 る ま で の 時 間 を 短 く で き る の で 、 プ リ ア ン ブ ル の 長 さ を 短
く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ の 結 果 、 Ａ Ｖ シ ス テ ム に お け る 機 器 間 の 映 像 、 音 声 信 号 を 無 線 通 信 を 用 い て 伝 送 す る
よ う な 場 合 に 、 高 速 処 理 を 行 う た め の ハ ー ド ウ ェ ア 又 は 高 速 Ｃ Ｐ Ｕ を 搭 載 し な く て も 、 信
号 の 高 品 質 化 を 図 り 得 る 無 線 通 信 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 無 線 通 信 装 置 で は 、 受 信 装 置 １ ０ の 通 信 路 評 価 部 ２ ０ は 受 信 し た
リ ア ル タ イ ム 信 号 中 に 受 信 で き な か っ た パ ケ ッ ト を 検 出 す る パ ケ ッ ト 損 失 検 出 部 ２ １ を 備
え て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ の た め 、 パ ケ ッ ト 損 失 検 出 部 ２ １ に て 損 失 し た パ ケ ッ ト を 検 出 し 、 よ り 最 適 な ア ン テ
ナ １ １ を 選 ぶ こ と が で き る の で 、 受 信 装 置 １ ０ に て 受 信 で き な か っ た パ ケ ッ ト を 再 送 要 求
す る こ と に よ り リ カ バ リ ー で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 無 線 通 信 装 置 で は 、 受 信 装 置 １ ０ の 通 信 路 評 価 部 ２ ０ は 、 誤 り 訂
正 部 ３ に て パ ケ ッ ト 内 に お け る ブ ロ ッ ク 毎 の 誤 り の 訂 正 を 試 み た が 訂 正 可 能 範 囲 を 超 え か
つ 訂 正 不 能 と 判 断 さ れ る ブ ロ ッ ク を 検 出 す る と と も に 、 最 初 か ら パ ケ ッ ト 内 に 訂 正 で き な
い 誤 り が あ る ブ ロ ッ ク を 検 出 す る 訂 正 不 能 ブ ロ ッ ク 検 出 部 ２ ２ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ の た め 、 訂 正 不 能 ブ ロ ッ ク 検 出 部 ２ ２ に て 誤 り 訂 正 不 能 又 は 誤 り が あ る ブ ロ ッ ク を 検
出 し 、 よ り 最 適 な ア ン テ ナ を 選 ぶ こ と が で き る の で 、 受 信 装 置 １ ０ に て 受 信 で き な か っ た
ブ ロ ッ ク を 再 送 要 求 す る こ と に よ り リ カ バ リ ー す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 無 線 通 信 装 置 で は 、 受 信 装 置 １ ０ の 通 信 路 評 価 部 ２ ０ は 、 通 信 路
に お け る 誤 り が 発 生 し た 割 合 を 測 定 す る た め の エ ラ ー レ ー ト 測 定 部 ２ ３ を 備 え て い る 。 こ
の た め 、 エ ラ ー レ ー ト 測 定 部 ２ ３ に よ り 、 通 信 路 に お け る エ ラ ー レ ー ト を 測 定 し 、 よ り 最
適 な ア ン テ ナ １ １ … を 選 ぶ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 無 線 通 信 装 置 で は 、 通 信 路 評 価 部 ２ ０ の 通 信 路 評 価 部 ２ ０ は 、 通
信 路 に お け る 受 信 レ ベ ル を 測 定 す る た め の 受 信 レ ベ ル 測 定 部 ２ ４ を 備 え て い る 。 こ の た め
、 受 信 レ ベ ル 測 定 部 ２ ４ に よ り 、 通 信 路 に お け る 受 信 レ ベ ル を 測 定 し 、 よ り 最 適 な ア シ テ
ナ を 選 ぶ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 無 線 通 信 装 置 で は 、 ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 部 ５ は 、 通 信 路 評 価 部 ２
０ に よ る 通 信 路 評 価 の 結 果 が 所 定 値 よ り も 悪 化 し た 場 合 に は 、 ア ン テ ナ １ １ を 切 換 え る よ
う に 制 御 す る 。 こ の た め 、 ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 部 ５ に て 、 通 信 路 評 価 部 ２ ０ に よ る 通 信 路
評 価 の 結 果 が 所 定 値 よ り も 悪 化 し た 場 合 に 、 受 信 感 度 が 良 い ア ン テ ナ １ １ … を 選 ぶ こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 無 線 通 信 装 置 で は 、 ア ン テ ナ １ １ を 複 数 の パ ケ ッ ト 単 位 で 切 換 え
る よ う に 制 御 す る 。 こ の た め 、 切 換 え 直 後 に 不 安 定 な 状 態 に な っ た 場 合 に 、 そ の 通 信 状 況
を 判 断 し 、 ア ン テ ナ １ １ を 複 数 の パ ケ ッ ト 単 位 で 切 換 え る の で 、 個 々 の パ ケ ッ ト 単 位 毎 に
ア ン テ ナ １ １ が 頻 繁 に 切 換 わ る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 無 線 通 信 装 置 で は 、 受 信 装 置 １ ０ の ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 部 ５ は 、
ア ン テ ナ １ １ を 切 換 え た 後 の 方 が 通 信 路 評 価 の 結 果 が 悪 い と き は 、 ア ン テ ナ １ １ を 元 に 戻
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す 。 こ の た め 、 ア ン テ ナ １ １ を 元 に 戻 す こ と に よ っ て 、 通 信 状 態 が 現 状 よ り も さ ら に 悪 く
な る の を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 無 線 通 信 装 置 で は 、 ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 部 ５ は 、 ２ 回 以 上 の 再 送
要 求 が で き る 状 態 に 限 り ア ン テ ナ １ １ を 切 換 え る よ う に 制 御 す る 。 こ の た め 、 ア ン テ ナ １
１ を 切 換 え た 後 の 方 が 通 信 状 況 が 悪 く な っ た と し て も 、 ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 部 ５ は 、 ２ 回
以 上 の 再 送 要 求 を 行 な っ て か ら ア ン テ ナ １ １ を 切 換 え る よ う に 制 御 す る の で 、 ２ 回 以 上 の
再 送 要 求 を 行 な う 内 に リ カ バ リ ー す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 無 線 通 信 装 置 で は 、 受 信 装 置 １ ０ の ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 部 ５ は 、
再 送 要 求 が 所 定 の 量 を 超 え た と き に は 、 ア ン テ ナ １ １ の 切 換 え が 起 こ ら な い よ う に 制 御 す
る 。 す な わ ち 、 再 送 要 求 が 所 定 の 量 を 超 え た と き と い う の は 、 再 送 要 求 す る パ ケ ッ ト 数 が
多 く な っ て い る 状 態 で あ り 、 こ れ 以 上 受 信 状 況 が 悪 く な る と リ ア ル タ イ ム 伝 送 が 途 切 れ て
し ま う 可 能 性 が あ る 場 合 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 こ の と き に は 、 ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 部 ５ は 、 ア ン テ ナ １ １ の 切 換 え
が 起 こ ら な い よ う に 制 御 す る の で 、 ア ン テ ナ １ １ を 切 換 え て 、 通 信 状 況 が さ ら に 悪 い 状 態
に な り 、 リ ア ル タ イ ム 伝 送 が 途 切 れ て し ま う の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 無 線 通 信 装 置 で は 、 受 信 装 置 １ ０ の ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 部 ５ は 、
再 送 要 求 が 所 定 の 量 を 超 え る 状 況 が 複 数 所 定 回 続 く よ う な 場 合 に は 、 ア ン テ ナ １ １ を 切 換
え る よ う に 制 御 す る 。 こ の た め 、 再 送 要 求 が 所 定 の 量 を 超 え る 状 況 が 複 数 所 定 回 続 く よ う
な 場 合 に は 、 ア ン テ ナ を 切 換 え る よ う に 制 御 す る の で 、 絶 え ず 通 信 状 況 が 悪 い 状 態 に な る
こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 無 線 通 信 装 置 で は 、 受 信 装 置 １ ０ の 再 送 要 求 制 御 部 ７ は 、 通 信 路
評 価 部 ２ ０ に よ る 所 定 単 位 毎 の 通 信 路 評 価 の 結 果 に 基 づ き 、 再 送 要 求 を 行 う パ ケ ッ ト 内 の
ブ ロ ッ ク 又 は パ ケ ッ ト に 優 先 度 を 付 け る こ と が で き る 機 能 を 備 え て い る 。 こ の た め 、 再 送
要 求 制 御 部 ７ は 、 通 信 路 評 価 部 ２ ０ に よ る 所 定 単 位 毎 の 通 信 路 評 価 の 結 果 に 基 づ き 、 優 先
度 の 高 い ブ ロ ッ ク 又 は パ ケ ッ ト か ら 再 送 要 求 を 行 う の で 、 リ ア ル タ イ ム 伝 送 が 途 切 れ る の
を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 無 線 通 信 装 置 で は 、 受 信 装 置 １ ０ の 再 送 要 求 制 御 部 ７ は 、 再 送 要
求 を す る 場 合 に 、 既 に リ ア ル タ イ ム 伝 送 の 途 切 れ が 生 じ て し ま っ た パ ケ ッ ト 内 の ブ ロ ッ ク
又 は パ ケ ッ ト の 情 報 は 破 棄 し 、 再 送 要 求 を 行 わ な い 。 こ の た め 、 再 送 要 求 を す る 場 合 に 、
既 に リ ア ル タ イ ム 伝 送 の 途 切 れ が 生 じ て し ま っ た パ ケ ッ ト 内 の ブ ロ ッ ク 又 は パ ケ ッ ト の 情
報 は 破 棄 し 、 再 送 要 求 を 行 わ な い の で 、 無 駄 な 再 送 要 求 を す る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 無 線 通 信 装 置 で は 、 受 信 装 置 １ ０ の パ ケ ッ ト 生 成 部 ８ は 、 一 度 に
、 パ ケ ッ ト 内 に お け る 複 数 の ブ ロ ッ ク 又 は 複 数 の パ ケ ッ ト の 再 送 を 要 求 し 得 る よ う に な っ
て い る 。 こ の た め 、 一 度 に 、 パ ケ ッ ト 内 に お け る 複 数 の ブ ロ ッ ク 又 は 複 数 の パ ケ ッ ト の 再
送 を 要 求 し 得 る の で 、 再 送 で 救 え る リ ア ル タ イ ム 信 号 の 数 を 増 や す こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 、 テ レ ビ 、 ビ デ オ 又 は Ｄ Ｖ Ｄ (Digital Versatile Disc/Digital Vide
o Disc) 等 の 映 像 信 号 及 び 音 声 信 号 を 扱 う 各 種 機 器 を 接 続 し た と き の リ ア ル タ イ ム 伝 送 デ
ー タ を 扱 う 無 線 通 信 装 置 に 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に お け る 無 線 通 信 装 置 の 受 信 装 置 の 実 施 の 一 形 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る
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。
【 図 ２ 】 （ ａ ） は 上 記 受 信 装 置 が 受 信 す る リ ア ル タ イ ム 信 号 パ ケ ッ ト の う ち 、 デ ー タ が １
個 か ら な る 場 合 の フ ォ ー マ ッ ト を 示 す 説 明 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 上 記 受 信 装 置 が 受 信 す る リ
ア ル タ イ ム 信 号 パ ケ ッ ト の う ち 、 デ ー タ が 複 数 個 か ら な り 複 数 の ブ ロ ッ ク を 有 す る 場 合 の
フ ォ ー マ ッ ト を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） は 上 記 受 信 装 置 が 送 信 す る 再 送 要 求 パ ケ ッ ト の フ ォ ー マ ッ ト を 示 す 説 明 図
で あ り 、 （ ｂ ） は 上 記 受 信 装 置 が 送 信 す る 再 送 要 求 パ ケ ッ ト で あ っ て 複 数 の ブ ロ ッ ク ナ ン
バ ー を 指 定 す る 場 合 の フ ォ ー マ ッ ト を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 上 記 受 信 装 置 の ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 部 に お け る 制 御 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で
あ る 。
【 図 ５ 】 上 記 受 信 装 置 の 再 送 要 求 制 御 部 に お け る 制 御 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 上 記 無 線 通 信 装 置 の 送 信 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 １ 　 　 受 信 部 （ 受 信 手 段 ）
　 ２ 　 　 パ ケ ッ ト 解 析 部 （ パ ケ ッ ト 解 析 手 段 ）
　 ３ 　 　 誤 り 訂 正 部 （ 誤 り 検 出 訂 正 手 段 ）
　 ４ 　 　 バ ッ フ ァ
　 ５ 　 　 ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 部 （ ア ン テ ナ 切 換 え 制 御 手 段 ）
　 ６ 　 　 ア ン テ ナ 切 換 え 部 （ ア ン テ ナ 切 換 え 手 段 ）
　 ７ 　 　 再 送 要 求 制 御 部 （ 再 送 要 求 制 御 手 段 ）
　 ８ 　 　 パ ケ ッ ト 生 成 部 （ パ ケ ッ ト 生 成 手 段 ）
　 ９ 　 　 送 信 部 （ 送 信 手 段 ）
１ ０ 　 　 受 信 装 置 （ 無 線 通 信 装 置 ）
１ １ 　 　 ア ン テ ナ
２ ０ 　 　 通 信 路 評 価 部 （ 通 信 路 評 価 手 段 ）
２ １ 　 　 パ ケ ッ ト 損 失 検 出 部 （ パ ケ ッ ト 損 失 検 出 手 段 ）
２ ２ 　 　 訂 正 不 能 ブ ロ ッ ク 検 出 部 （ 訂 正 不 能 ブ ロ ッ ク 検 出 手 段 ）
２ ３ 　 　 エ ラ ー レ ー ト 測 定 部 （ エ ラ ー レ ー ト 測 定 手 段 ）
２ ４ 　 　 受 信 レ ベ ル 測 定 部 （ 受 信 レ ベ ル 測 定 手 段 ）
３ ０ 　 　 送 信 装 置
３ １ 　 　 受 信 部
３ ２ 　 　 パ ケ ッ ト 解 析 部
３ ３ 　 　 パ ケ ッ ト 選 択 部
３ ４ 　 　 バ ッ フ ァ
３ ５ 　 　 パ ケ ッ ト 生 成 部
３ ６ 　 　 送 信 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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